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業務システム構築基盤

日本電気株式会社

SystemDirector Enterprise for Java 

ご紹介

本資料ではSystemDirector Enterprise for Java (オンライン)をfor Java (オンライン)、SystemDirector Enterprise for Java (バッチ)をfor Java (バッチ)、
SystemDirector Enterprise for Java (モダナイゼーション)をfor Java (モダナイゼーション)と略します
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第１章
SystemDirector
Enterprise とは
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1.1 DX時代にソフトウェアエンジニアリングが求められる背景

市場を取り巻く環境の変化や、デジタル技術・ICT技術の進化への対応力が、
ビジネスの成否に大きな影響を及ぼす

状況変化のスピードに、迅速かつ柔軟に対応するために、

開発のプロセス・基盤の見直しが必要

マーケットの変化
顧客の嗜好の変化
ニーズの多様化
競合他社の動向

ソーシャルメディアの普及

経済情勢の変化
為替の変動
金利の変動
景気動向

自社の変化
経営方針

人的リソース
業績

グローバル化に伴う変化
政治情勢

新興国の台頭
政府政策の変更

技術の変化
HWの価格性能比の改善

IoTの進展
ビッグデータ

クラウド
AI

環境問題に関する変化
気候変動
資源枯渇
省エネ



© NEC Corporation 2024 5

1.2 ソフトウェアエンジニアリング視点で必要なアプローチ

探索的
アプローチ

新技術

価値創造

継続的な仮説検証
サイクルの実施

企業内部と外部の
アイデアを有機的統合

先進の技術・
最新のサービス活用

リーンスタートアップ、アジャイル、

UX/デザイン思考、共創

オープンサービスイノベーション、
オープンAPI、
クラウドネイティブ

IoT、AI、アナリティクス、
クラウド、コンテナ、
サイバーセキュリティ、OSS



© NEC Corporation 2024 6

1.3 新しいAPアーキテクチャー

各機能が疎結合で構成され、柔軟性のあるアーキテクチャが主流となる

マイクロサービス
/コンテナ

Queue

既存システム
基幹システム

連携

サービス連携/
OpenAPI

API
Gateway

API
Gateway

コンテナ管理・運用監視
顔認識基盤サービス
NeoFace Cloud

スマホ/
タブレット

高度なUI 変化への対応力 内外の連携性
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1.4 SystemDirector Enterpriseのコンセプト

NECグループ標準の業務システム向け統合開発環境

開発方法論、開発環境、サポートサービスにより、効率的なシステム構築をサポート

◇開発環境 （何を作るか、どうやって作るのか）

- 業界標準アーキテクチャを採用したフレームワーク
- 開発効率を向上する開発ツールの提供

◇サポートサービス （どのように利用するか）

- システム構築をさまざまな形でサポート
- トータル10年間のソフトウェア製品サポートを提供

◇開発方法論 （誰が、いつ、何をするのか）
- 概説書、手順書、ガイド、ドキュメントサンプル集
- 各工程の作業手順をサポート

先端技術の活用
・開発環境で取り込み

ガイドも添えて提供

サポート提供
・専任の技術サポート部隊を

用意
・長期サポート保証

生産性の向上
・開発方法論で標準作業の効率化
・開発環境で生産性向上

開発環境

開発方法論

サポートサービ
ス
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1.5 SystemDirector Enterprise 開発方法論

SoR／SoE開発を標準化する開発プロセスを中心に
各種手順書、ガイド、ドキュメントサンプルなど豊富なコンテンツを提供

- 作業をアクティビティ、タスクで階層化
- タスク毎の成果物を定義

フェーズ毎の
アクティビティ・タスク一覧

設計・実装ツール群と
有機的にリンク

SI現場の成功・失敗ノウハウを実践的な開発プロセスに結集
SIに必要な「いつ・誰が・何を・どうやって」を漏れなく重複なく体系化

開発プロセス

手順書 ドキュメントサンプル

記述内容や記述レベルを
具体例で指南

フェーズ
(いつ)

アクティビティ/タスク
(どうやって)

成果物
(何を)

ロ
ー
ル

（
誰
が
）

運用や海外活用などの
重要ノウハウをガイド化

ガイド
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1.6 SystemDirector Enterprise 開発環境

モダナイゼーションのBeforeからAfterまで一貫したサポートを提供。さらに、ク
ラウド提供CI/CDパイプラインやOSSとの連携を強化し、SoE開発をフルサポート

クラウド

マイクロ
サービス

API Gateway

PC / スマデバ

マイクロ
サービス

マイクロ
サービス

クラウド

マイクロ
サービス

PC / スマデバ

非同期
Queue

UI(SPA)

AIエンジン

エンド
ポイント

内部API

外部API

データベース

非同期呼び出し
レイアウト

(HTML5,CSS)

OpenAPI

SoR型の既存システム

REST API
既存

ビジネス
ロジック

UI
ビジネス
ロジック

他ベンダの
アプリ

バッチ処理
バッチ処理

バッチ処理

バッチ処理
バッチ処理

バッチ処理

for Java (オンライン)/
ﾘｱﾙﾀｲﾑ開発ﾃﾞｻﾞｲﾅ

for Java (モダナイゼー
ション)/
資産分析

for Java (バッチ)/
ﾊﾞｯﾁAP開発

for Java (モダナイゼー
ション)

ｵﾌﾟｼｮﾝ機能

クラウド提供DevOpsツールパイプライン

DX化をサポートする
SystemDirector Enterprise製品群

for Java (バッチ)/
実行環境

for Java (オンライン)/
部品ﾗｲﾌﾞﾗﾘ

for Java (オンライン)/
実行環境
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第２章
SystemDirector
Enterprise for Javaの
特長
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2.1.1 製品構成

オープン技術に対応した業務システム向け統合開発環境

業務システム構築基盤

SystemDirector Enterprise
for Java (オンライン)

業務システム構築基盤

SystemDirector Enterprise
for Java (バッチ)

業務アプリケーション分析基盤

SystemDirector Enterprise
for Java (モダナイゼーション)

SystemDirector Enterprise for Java 
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2.1.2 製品構成 (概要)

オープン技術に対応した業務システム向け統合開発環境

業務システム構築基盤

SystemDirector Enterprise
for Java (オンライン)

Javaの業務システム開発を支援
・開発プロセスに結集した業界標準に準拠した開発方法論を活用し、漏れや重複が

ない高品質なシステム構築が可能
・最新技術に準拠したフレームワークを提供、最新技術の取込・アーキテクチャ選

定工数の削減

業務システム構築基盤

SystemDirector Enterprise
for Java (バッチ)

Javaのバッチシステム開発を支援
・バッチフレームワーク系共通部品/コマンドを多数提供、活用することで品質・

生産性が向上
・ソース生成時と同じ情報を元に仕様書の生成が可能なため、ソースと仕様書の乖

離を防止し保守性が向上

業務アプリケーション分析基盤

SystemDirector Enterprise
for Java (モダナイゼーション)

COBOL系やJavaの資産を可視化/診断し、効率的なモダナイゼーションを支援
・資産一覧・資産規模・稼働資産などを把握し、不要資産の整理が可能
・スパゲッティ化/デッドコピー等、保守難易度の高い資産を見分け品質リスクの把

握が可能
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2.2 製品の活用

Javaを使用した新規システム開発やモダナイゼーション案件に活用

for Java (オンライン)

for Java
(モダナイゼーション)

for Java (バッチ)

レガシーシステム

？？

可視化/現状把握作業

システム開発作業

！

新オンライン
システム

新バッチ
システム

for Java (オンライン)

for Java (バッチ)

新オンライン
システム

新バッチ
システム

新規システム開発

モダナイゼーション

！

ソースファイル、帳票、
稼働ログ等を解析

ブラックボックス化していた
レガシーシステムの仕様を可視化
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2.3 適用範囲

提案から運用までの一連のライフサイクルをカバー

提案 要件定義 設計・製造・テスト 運用・保守

効率的に資産整理
と現状分析が可能

for Java (オンライン) ー 〇 〇 〇

for Java (バッチ) ー 〇 〇 〇

for Java
(モダナイゼーション)

〇 ー ー 〇

【for Java (オンライン)】
実際に動く画面を作成し、UIに対しユーザ要件
との認識の相違を早期に解消

設計情報を基に、下記割合でソースコードの自
動生成が可能

for Java (オンライン)：65%～85%程度
for Java(バッチ)：70%以上

設計書とシステム
の実体に乖離がな
いため、可視化さ
れた情報を基に
ソースコードの
メンテナンスが可
能

高生産性/高品質のオンライン/バッチ業務アプ
リケーションを開発
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第３章
SystemDirector
Enterprise for Java 
(オンライン)の特長
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3.1 製品コンセプト

NECグループ標準の業務システム構築基盤として長年利用され、実績が豊富なオンラインJavaシス
テムの開発基盤 for Java (オンライン)が、システム開発における課題を解決

オンラインシステム開発
における課題

お客様へのソリューション(製品の提供機能)

リポジトリ

SystemDirector Enterprise for Java (オンライン)

お客様

最新技術への追随
→学習コスト増

品質の不安
→テストコスト増

成果物のばらつき
→保守のコスト増

利用者と開発者の要件
の認識ずれ
→後戻り工数増

リアルタイム開発を
実現するツールや

SPA開発環境を提供

最新技術に準拠した
フレームワークや

部品を提供

マルチデバイス対応の
システムを開発したい

オフショアを活用して
コストを下げたい

短納期で要件にあった
システム開発したい

最新技術の学習を抑
えつつ、活用が可能。
部品の活用により納
期短縮、成果物の品
質の向上が図れる

UIの要件確定を早期
に実現し後戻りを撲
滅。マルチデバイス
＆Rich UIにも対応

画面エディタ、
画面遷移図エディタ

機能設計書
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3.2 優位点

• SystemDirector Enterprise は開発方法論と開発基盤とが、１つの製品の中で統合され一貫性のある環境
提供が可能です（別製品で補う、寄せ集めセットではありません）

優位点① 一貫性

• SystemDirector Enterprise の開発方法論は、各種業界標準（SLCP2013やISO15408等）との整合をとっ
ており、またSystemDirector Enterprise 開発基盤も連動する形で強化、増強を図っています。

優位点② 業界標準と整合（方法論）

• 業界標準のアーキテクチャを採用し、その上で業務システム開発が円滑に進められるようミドルウェア
との組み合わせの動作保証、チューニングを済ませています。

優位点③ 業界標準を採用（アーキテクチャ）

• 画一的なコーディング部分を自動生成する仕掛けで、SEが業務ロジックの開発に専念できる環境を提供
しています。

優位点④ 自動化
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フレームワーク

・・・その他、対象APに
応じたラインナップを整備

セキュリティ対応

画面制御 例外処理

ログ出力

部品

・・・その他、対象APに
応じたラインナップを整備

セキュリティ対応

画面UI バリデーション

文字列書式操作

開発ツール

テスト
支援ツール

ジェネレータ プログラミング環境
コーディング支援

外部設計 内部設計 製造・単体テスト

統合開発環境によるオペレーションの集約

機能設計
支援

詳細設計
支援

3.3 提供機能

◼ 特長①

業務に依存しない

汎用機能をフレームワーク

や部品として提供

◼ 特長②

作業効率化を実現する

開発ツールの提供

⚫ 開発方法論が定義する開発プロセスの作業を効率化するための機能を提供
⚫ ツールは要件定義から製造・単体テストまでをカバー
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3.4 開発ツールチェーン

⚫ 外部設計から製造・単体テストまでを対象に開発ツールを提供

⚫ 各フェーズの成果物は標準設計モデル(リポジトリ）として格納され、次工程へ連携

標準設計モデル

ソースコード機能詳細モデル機能モデル

回帰テスト
ツール

カバレッジ
ツール

ビルド
ツール

ジェネ
レータ

CDI
ﾂｰﾙ

プログラ
ミング
環境

コンポーネント
エディタ

外部設計 内部設計 製造・単体T

実行モジュール

リアルタイム開発
デザイナー

画面遷移エディタ

画面エディタ

統合開発環境によるオペレーションの集約



© NEC Corporation 2024 20

3.5 リアルタイム開発デザイナーによる画面開発支援

⚫ 画面遷移と画面レイアウトをGUIで設計
⚫ シングルページアプリケーション(SPA) を自動生成

開
発
環
境

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

リアルタイム
開発デザイナー

画面遷移エディタ
ロールアウト

（パターンジェネレータ）
設計

リポジトリ

画面エディタ

クラウドAPI

HTML5⇔ネイティブブリッジ機能

ネイティブAPI

外付けデバイス内蔵デバイス既存アプリ

JavaScript
API連携

REST

API連携

デバイスネイティブ機能連携も可能
※SystemDirector Enterpriseの他製品（for SmartDevice）を利用

高速なSPAを
開発可能

HTML5,TypeScript
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3.6 SPAの必要性と効果について

SPA(Single Page Application)の必要性

⚫ 従来RIAやフレームワークの後継選定

⚫ マルチデバイス化による複雑化

⚫ クラウド環境への適応

⚫ オフライン要件

SPAの効果

⚫ 従来RIAやデスクトップAPと同等の

表現力のUIを実現可能

⚫ シングルソース・マルチデバイスの

AP開発が可能

⚫ Webページ全体をロードすることなく

レスポンスが高速

従来RIA(Rich Internet Application)アーキテクチャの後継選びと
業務システムのマルチデバイス化によりフレームワークは転換期

Thin

Rich

Swing
Flex
etc

単一
デバイス

マルチ
デバイス

Struts

JSF etc

置換え
SPA

(HTML5
＋JavaScript

＋CSS3)
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SPA
(SinglePageApplication

)

ビジネス
ロジック

サービス層

Web API
（REST API）

画面

Thin UI

Rich UI

ビジネス
ロジック

サービス連携

スマート
デバイス

ＰＣクライアント

外部サービス
連携

バーコード
・タグ活用

センサ活用による
自動実績収集

コミュニ
ケーション

基盤

PCクライアント

3.7 HTML5拡張モデル

⚫ マルチデバイス＆Rich UIに対応するSPAをHTML5技術で実現
⚫ REST APIを活用したサービスアプリ開発への対応
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3.8 フレームワーク（HTML5拡張モデル活用時）

業務システム構築に必要なフレームワークを提供することで、SEは業務ロジック
に注力可能

DBMS

クライアント

Control
(BusinessLogic)

DAO
(Data Access)

AP（アプリケーション）層

SystemDirector Enterpriseフレームワーク

入力チェック、DBMS⇔Java間の文字化け問題解消などの部
品を提供

AP層呼び出し、データソー
スアクセスの隠蔽化。ト
ランザクション管理の隠蔽
化

トランザクション管理

AP/DB層間の項目移送の簡略化/標準化。例外処理の標準化

AP/DB 基盤機能

サニタイジングやSQLインジェクション対策機能を提供

SQL発行、バインドの標準化

動的SQL発行基盤の提供

データアクセス制御

HTML
(View)

Component
(ViewModel)

EventService
(Model)

SystemDirector Enterpriseフレームワーク
（Angularを活用）

タグ／イベントとアクションイベントへの対応
付けを隠蔽化。エラー発生時の業務処理など業
務フローを定義。

画面／イベント制御

UIコンポーネント管理

Webシステム－セキュリティ問題対応

XSSやCSFRに対応

Web Componentsを活用したUI部品化に対応

Dao
Service

ユーティリティ

Webシステム－セキュリティ問題対応

ユーティリティ

ファイルアップロード、入力チェックなどの部品
を提供。

Browser APサーバ

DBサーバ
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3.9 フレームワーク（JSF拡張モデル活用時）

JSF拡張モデルではサーバ側のフレームワークを提供。

DBサーバクライアント PR（プレゼンテーション）層

Form
(View)

EventAction
ManagedBean

(Controller)

Control
(BusinessLogic)

DAO
(Data Access)

AP（アプリケーション）層

SystemDirector Enterpriseフレームワーク

不正なログインや画面遷移の防止、
二重送信問題などの対策

Webシステム－セキュリティ問題対応

タグ／イベントとアクションイベントへ
の対応付けを隠蔽化。エラー発生時の業
務処理など業務フローを定義

画面／イベント制御

画面制御部品、ファイルアップロー
ド、入力チェックなどの部品を提供

ユーティリティ

AP層呼び出し、データソースア
クセスの隠蔽化。トランザク
ション管理の隠蔽化。

トランザクション管理

PR/AP/DB層間の項目移送の簡略化・標準化。例外処理の標準化

PR/AP/DB 基盤機能

SQL発行、バインドの標準化。
動的SQL発行基盤の提供。

データアクセス制御

入力チェック、DBMS⇔Java間の文字化け問題解消などの
部品を提供

サニタイジングやSQLインジェクション対策機能を提供
DBMS

Browser APサーバ
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第４章
SystemDirector
Enterprise for Java 
(バッチ)の特長
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4.1 製品コンセプト

大規模Javaバッチシステム開発の実績ある開発基盤 for Java (バッチ)が、バッチ
システム開発における課題を解決

バッチシステム開発おける課題 お客様へのソリューション(製品の提供機能)

リポジトリ

SystemDirector Enterprise for Java (バッチ)

お客様

Javaバッチ開発未経験
→調査コスト増

品質の不安
→テストコスト増

成果物のばらつき
→保守のコスト増

Java未習熟メンバ活用
→要員教育コスト増

生成

Javaバッチ
実行

モジュール

Javaソース
コード

新システム

オブジェクト指向を
意識しないループ処
理によるバッチ設計
が可能

バッチアプリ
ケーションテン
プレートを提供

PJ毎に基盤処理を
カスタマイズ可能

画面もバッチもJavaで
開発したい

オフショアを活用して
コストを下げたい

現行を熟知するメンバ
の知見を活用したい

実績あるJava
バッチ部品群

標準化チームが
定義した基盤処理を
業務チームに配布、
業務チームは基盤処
理変更不可

平均７割のコードを自動生成、
ばらつきをなくし品質も向上

ソースコード
生成機能

詳細
設計書

生成

設計情報を元に
詳細設計書も生成
し保守性を向上

設計書
生成機能
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4.2 全体機能構成

開発手順をベースに、各開発工程で開発環境（各種ツール群）がバッチシステム開
発を支援

レイアウト情報
をIMPORT

出力編集仕様を
IMPORT

ファイル
仕様書

機能設計 内部設計 製造 テスト 保守

統合開発環境
（for Java (バッチ) Studio）

エディタ・ソースジェネレータ
(for Java (バッチ) Client)

ジョブステップ
ソースコード

機能
設計書

ジョブ
仕様書

テスト
データ

単体テスト
仕様書

ジョブ
csh

表
仕様書

内部
設計書

起動

リポジトリ管理機能（ＣＲＵＤ検索等）

ファイル定義
lib

自動生成

作成支援

：雛形提供 ：自動生成 ：設計情報の連携
ランタイムライブラリ

(for Java (バッチ) Runtime/Framework)

参照

：for Java (バッチ)製品

呼出

：生成ソース ：生成文書
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4.3 フレームワーク

バッチジョブ/バッチアプリケーション構築に通常必要な
コマンド/APIを提供することで、業務SEは業務ロジックに注力可能

DBMS
Job
スケジューラ

バッチアプリケーション

Javaクラスライブラリ

JVM

：バッチアプリケーションで定型的に行う処理を部品化し提供

初期処理部品、Oracle接続部品、チェックポイント読込部品、
チェックポイント書込部品、エラーレベル判定部品、ログ取り出し
部品、終了処理部品、異常終了処理部品、SQL異常終了処理部品

フレームワーク部品

：バッチジョブで必要なコマンドを提供

クリーンＵＰコマンド、ＪＯＢNET内共
有領域削除コマンド、ＤＢ一括更新コ
マンド、テーブルTRUNCATEコマンド、
プロシージャ起動コマンド

汎用コマンド

：ジョブ間の情報共有するためのユーティリティ
を提供

JOBNET内共有領域読込、JOBNET内共有領域書
込、JOBNETパラメータ取得

ユーティリティ

：バッチ処理で通常必要なアクセス処理に編集機能等を付与し、低レベルの部品として提供

テキスト形式/CSVファイル、マルチレイアウトファイルの入出力部品を提供。

他、右詰、左詰、パディング、カンマ編集、改行コード指定が可能。

ファイルtoファイルでのバイナリアクセスによる高速処理。

ファイルアクセス/DBアクセス関数群

SystemDirector Enterprise フレームワーク
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4.4 操作性に優れたGUIと強力な生成機能

バッチアプリケーションの業務処理をGUIで実装し、ソースや設計書を自動生成

言語固有のルールをソースジェネレータが隠蔽し、開発者は業務処理(ビジネスロジック)の設計/実装に専念可能

個々の”ジョブステップ”を設計・製造
する専用のクライアントツール。

ドラッグ&ドロップ

生成 Javaソース
ファイル

表・ファイル情報を取り込み、簡単利用point

２

バッチアプリケーションのプログラ
ム構造をノードの階層構造で表現。
ノードの編集も簡単

point１

編集不要のJavaソースをワンクリックで自動生
成。SQL発行部分だけでなく、プログラム構造
も生成。生成ソースはそのままコンパイルし、
実行が可能。

point

３

分離して記述した共通処理を自動埋め込みpoint

４

成果物の品質・書式の一貫性が得られるため、
特に大規模プロジェクトで効果を発揮

point

1
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4.5 ドキュメント/テスト項目自動生成
⚫ ドキュメント自動生成
プログラム構造や出力編集仕様のドキュメントを、ソー
ス生成時と同じ情報を元に生成することで、ソースと仕
様書の乖離を防止

⚫ テスト項目自動生成
・プログラム構造から一部テスト仕様を自動生成
・開発者が自分で設計したテスト項目を合わせ、

ひとつのテスト仕様書に生成

[表紙]

[概要]

[出力編集仕様]

[プログラム構造定義仕様]

[参照(入力)条件定義]

入出力表を
自動で作図

プログラム構造を変更す
ると、仕様書も変化する

各出力項目ごとの編集仕様を自動
生成(直接転記に限る)

カーソル定義
情報を生成

[表紙]

[テスト仕様]

テスト結果の
妥当性を判定

カーソル定義された
内容をテストする項
目を生成

各出力項目ごとの編集
仕様をテスト項目とし
て生成

IF文の条件を自動
判定し、テスト
項目を生成
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4.6 バッチアプリケーションの高速化

バッチアプリケーションの実行性能を向上するための様々な機能を提供

package sample;

import java.util.ArrayList;
import java.util.List;
import java.util.Map;

import org.springframework.batch.item.ItemProcessor;
public class Sample01ItemProcessor<T> implements ItemProcessor<T,{

private int count = 1;
private List<Object> outList01 = new ArrayList<Object>();
private List<Object> outList02 = new ArrayList<Object>();
private Map<String, Object> parameter;

public Map<String, Object> getParameter() {
return parameter;

}
public void setParameter(Map<String, Object> parameter) {
this.parameter = parameter;

}
@SuppressWarnings("unchecked")
public T process(T item) throws Exception {
System.out.println("ItemProcessor.Process()で転記前の処理です。");
/* 中間変数の取得 */
Sample01SchVarBean midVarBean = (Sample01SchVarBean) parameter

.get("midVarBean");
System.out.println("midVarBean.wkVar1=" + midVarBean.wkVar1

+ ",midVarBean.wkVar2=" + midVarBean.wkVar2
+ ",midVarBean.wkCnt=" + midVarBean.wkCnt);

if (count == 1) {
outList01.clear();
outList02.clear();

}

RDBMSアクセスにて複数レコードを同時に
処理するコードを自動生成

業務処理を設計し、ソースを生成すると、入力・出
力レコードを数千件のレコード単位で分けて一括で
処理するコード(バルク処理)を生成し、高速実行。

生
成

package sample;

import java.util.ArrayList;
import java.util.List;
import java.util.Map;

import org.springframework.batch.item.ItemProcessor;
public class Sample01ItemProcessor<T> implements ItemProcessor<T, T> {

private int count = 1;
private List<Object> outList01 = new ArrayList<Object>();
private List<Object> outList02 = new ArrayList<Object>();
private Map<String, Object> parameter;

public Map<String, Object> getParameter() {
return parameter;

}
public void setParameter(Map<String, Object> parameter) {
this.parameter = parameter;

}
@SuppressWarnings("unchecked")
public T process(T item) throws Exception {
System.out.println("ItemProcessor.Process()で転記前の処理です。");
/* 中間変数の取得 */
Sample01SchVarBean midVarBean = (Sample01SchVarBean) parameter

.get("midVarBean");
System.out.println("midVarBean.wkVar1=" + midVarBean.wkVar1

+ ",midVarBean.wkVar2=" + midVarBean.wkVar2
+ ",midVarBean.wkCnt=" + midVarBean.wkCnt);

if (count == 1) {
outList01.clear();
outList02.clear();

}

ファイルからファイルに情報を転送する処理で、文字コー
ドを意識しないバイナリーコピーを行うライブラリを提供

リ
ン
ク

ランタイムライブラリ
(for Java (バッチ) Runtime)

RDBMSチューニングのための細かな設定
が可能

ヒント句の記述、SELECT時のテーブル記載順の
変更、バルク処理のレコード単位を個々に指定で
きるなど、性能向上のための細かな設定が可能。

/*+ ordered USE_NL(TB_X 
TB_Y)
INDEX(TB_X INDEXNAME) 
INDEX(TB_Y INDEXNAME) */

項目の転記において「バイナリーモード」を選択すると、バイナリーコピーを
行うライブラリとリンクし、実行時に文字コード変換を行わずに高速実行。
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第５章
SystemDirector
Enterprise for Java (モダ
ナイゼーション)の特長
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5.1 製品コンセプト

業務アプリケーション資産の可視化／診断や設計支援の機能・サービスを提供し、
モダナイゼーションから開発・保守までの効率化を支援

リバース

モダナイゼーションにおける課題 お客様へのソリューション(製品の提供機能)

リポジトリ
分析

System Director Enterprise
for Java (モダナイゼーション)

ブラックボックス化
→調査コスト増

肥大化
→テストコスト増

劣化・冗長化
→品質リスク増

属人化
→要員コスト増

参照

サービス提供

出力

資産一覧・
移動資産
レポート

可視化・診断
レポート

設計書生成・
ﾏｲｸﾛｻｰﾋﾞｽ
切り出し
検証結果

現行システム ブラックボックス化・
肥大化したソースコード

リポジトリへ既存システムのAP資産仕様や資産間の関係情報を蓄積し、
モダナイゼーションを効率化する様々な分析・診断機能、設計支援の機能をご提供

資産棚卸機能

資産可視化機能

資産診断機能

設計支援機能

業務AP

業務A
業務B

お客様



© NEC Corporation 2024 34

SystemDirector Enterprise
for Java (モダナイゼーション)

サーバ環境（クラウド / オンプレミス）

分析レポート・設計書

5.2 全体機能構成

COBOL系資産、Java資産に対応

既存システム

リポジトリ

資産情報

関係情報

資産管理

ソース・
定義情報

①転送
稼働情報

資産一覧
（稼働状況）

稼働ログ

ファイル／DB
スキーマ

帳票

画面

プログラム
ソース

②分析

データ
レイアウト

メトリクス
一覧

類似・差分
一覧

影響波及
一覧

③生成

データ
フロー

ｵﾝﾗｲﾝ・ｼﾞｮﾌﾞ
定義

CRUD表

④検索・参照

制御
グラフ

Web UI
(結果表示、汎用検索)

処理フロー
一覧）

・・・開発基盤
設計書

マイクロサービス
切り出し検証結果

① 対象システムの業務アプリケー

ション資産をサーバへ転送し、

分析対象として登録

② 分析対象のソース類を分析し、

資産・関係情報をリポジトリへ

蓄積

③ リポジトリの情報から、資産可

視化・資産診断機能により各種

分析レポート・設計書を生成

④ 分析レポートや設計書、資産

ファイルを検索、または参照

（Excel・Web UI）

※ Java資産解析のWeb UIと設計書

生成機能は未提供
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5.3 製品機能群

4つの機能群で段階的なモダナイゼーションから開発・保守までをサポート

開発基盤連携

マイクロサービス開発COBOL系資産解析

Java資産解析

・ACOS-4環境の主要言語COBOL、COBOL/S、IDLⅡとオープン
環境のCOBOL、COBOL/Sに対応

・モノリシックアプリケーションのソースを分析し、プログラム
からデータベースへのアクセスや、複数のプログラムにまたがる
呼び出しを可視化

・類似資産や各種メトリクス値の診断情報をレポート

・課題のあるSoRシステムの資産を解析し、マイクロサービスの
切り出しに必要な情報をレポートする機能を提供することにより、
効率的なマイクロサービス切り出しをサポート

・切り出し後の状態をシミュレートする機能を提供し、マイクロ
サービスの切り出しパターンの検証作業を効率化

・異なる環境や資産のリポジトリ間の影響状態を可視化すること
により、DevOps化や、COBOL資産のオープン化やJava化といっ
た段階的モダナイゼーションを支援

・COBOL資産解析結果を元に開発基盤(SystemDirector
Enterprise for Java (オンライン))向けの設計書を生成することに
より、COBOLからJavaへの移行作業を効率化

・既存のJava資産を解析し、メソッド/クラスからデータベース
へのアクセス、メソッド呼び出しやクラス/フィールドの参照関
係を可視化

・システム移行時のリスク低減やソースコードの品質劣化を防
止するために、移行時や開発時の資産を検証
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第６章
関連情報
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6.1.1 ライセンス体系( for Java (オンライン)/(バッチ) )

SystemDirector Enterprise V9 でライセンス体系を刷新

開発クライアント環境
（開発ツール環境＋単体テスト環境）

クライアント（開発）PC サーバ

SI(結合、総合テスト、移行)環境

サーバ

本番環境

Build&deploy

クライアント
ライセンス

実行環境
ライセンス

サーバ

開発環境
サーバライセンス

外部設計 内部設計 製造・単体テスト

クライアント
ライセンス

開発環境基本セット
プログラム媒体、マニュアル、開発方法論は本ライセンスに含まれています。また、開発クラ
イアントライセンスを1ライセンス分含みます。
開発環境を利用する法人単位で1ライセンス以上必要です。
※拠点毎、システム（案件）毎など、実務に即した単位での手配を推奨します。

開発環境クライアントライセンス
開発ツール環境と単体テスト環境で利用するライセン
スです。
1ライセンスにつき、許諾台数1台、および許諾ユーザ
数1名を追加することができます。

開発環境2Coreライセンス
SI（結合、総合テスト、移行）環境で
利用するライセンスです。
サーバ単位で2コアにつき1ライセンス
必要です。

実行環境2Coreライセンス
本番環境で利用するライ
センスです。開発ツールの
インストールはできません。
サーバ単位で2コアにつき1
ライセンス必要です。

結合テスト 総合テスト 移行

※システム移行時に並行稼働期間が3カ月を超える場合は開発環境ライセンスの購入が必要になります。
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6.1.2 ライセンス体系( for Java (モダナイゼーション) )

「3ヶ月間の期間限定製品」と「利用期間の制限のない買い切り製品」
の2つのライセンス体系を提供

SystemDirector Enterprise
for Java (モダナイゼーション)
サーバ環境（クラウド / オンプレミス）

対象既存
システム

データ転送 検索・参照

開発環境基本セット ※拠点毎、システム（案件）毎など、実務に即した単位での手配を推奨します。

プログラム媒体、マニュアルは本ライセンスに含まれています。また、開発クライアントライセンスを
1ライセンス分含みます。開発環境を利用する法人単位で1ライセンス以上必要です。

開発環境クライアントライセンス

WebUIを利用して検索・参照
するためのライセンスです。
開発者数分のライセンスが必要です。

開発環境サーバライセンス
資産棚卸の機能を使うためのライセンスです。
サーバ単位で2コアにつき1ライセンス必要です。

オプション
オプションの機能を使うためのライセンスです。
サーバ単位で2コアにつき1ライセンス必要です。
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6.2.1 サポートポリシー( for Java (オンライン)/(バッチ) )

トータル１０年間＋αのサポートを保証

５年間：標準サポート(最新から
２バージョン前になった時点から)

３年間：
延長サポート

２年間：
限定サポート

システム安定稼動までは標準サポート サポート内容を限定 特定ユーザ

レスポンス
サービス

電子メールでの問い合わせ対応
電子メールでの問い合わ

せ対応
電子メールでの問

い合わせ対応

バージョンアップ
サービス

バージョンアップ申請を受け付けての
対応

バージョンアップ申請を
受け付けての対応

バージョンアップ
申請を受け付けて

の対応

リビジョンアップ
サービス（障害
パッチ提供）

フル提供
障害は既存パッチのみ。
クリティカル、セキュリ

ティ関係は新規対応

障害は既存パッチ
のみ。新規パッチ

は別途有償
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6.2.2 サポートポリシー( for Java (モダナイゼーション) )

◆ サポート期間

ライセンス利用期間のサポートを提供致します。

◆ レスポンスサービス

ソフトウェアに精通した技術者が、お客様専用Webサイト（NECサポートポータル）、電話、電子メール

などで、お問い合わせに迅速に対応します。

◆ インフォメーションサービス

製品技術情報、障害情報、セキュリティ関連情報のご紹介、FAQなどを、NECサポートポータルでご提供

します。タイムリーな情報を、電子メールで発信します。

◆ 出荷停止

新バージョン出荷時に新バージョンより2つ前のバージョンを出荷停止とします。

ライセンス利用期間と同等の保守契約を締結することにより以下を保証
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6.3.1 導入実績推移

⚫ 2023年度は217件の案件に適用
⚫ 販売開始から18年で累積2,923件のプロジェクトで採用

20
54 92

125166
234294

378
474
573
667800

875924
971
1031
1078
1133
11781262

1354
1473

1601
1709
1799
1898
1994
2094
2210
2313
2433
2524
2615
2706
28162923

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

2200

2400

2600

2800

3000



© NEC Corporation 2024 42

導入事例 開発規模

非鉄製造会社向けシステム 約１０ＫＬ

外食統合バックエンド基幹システム 約５００ＫＬ

電気業社基幹システム 約８５０ＫＬ

製造会社基幹システム 約３，０００ＫＬ

食品製造会社基幹システム 約５８０ＫＬ

小売店店舗システム 約４，１００ＫＬ

NEC製基幹業務パッケージ 約２，０００ＫＬ

商社販社向けシステム 約２８０ＫＬ

6.3.2 導入事例( for Java (オンライン) )

様々な業種、様々な規模でご活用いただいています
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導入事例 開発本数

スーパーPOSシステム 約７５０本

地方銀行基幹系システム 約２、０００本

自動車リース系システム 約３、５００本

商社系EDIシステム 約６００本

半導体グローバル生産管理システム 約１、０００本

コンビニ店舗本部システム 約１、５００本

外食商品管理システム 約５５０本

流通業基幹システム 約１、６００本

6.3.3 導入事例( for Java (バッチ) )

様々な業種、様々な規模でご活用いただいています
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業種 AP本数 PF 開発言語 主な分析目的 ご利用分析機能

金融 40,000 ACOS IDLⅡ 資産棚卸 資産棚卸、影響波及診断、類似資産診断、
メトリクス診断

官公庁 5,000 ACOS COBOL/S 資産棚卸、保守効率化 資産棚卸、バッチ分析、オンライン分析、
CRUD分析、影響波及診断、差分診断

自治体 8,000 ACOS COBOL 構造変更、スリム化、
ロジック改善

資産棚卸、CRUD分析、影響波及診断、類
似性診断、メトリクス診断

金融 2,000 ACOS COBOL/S 資産棚卸 資産棚卸、影響波及診断、類似資産診断、
メトリクス診断

金融 2,000 ACOS COBOL/S 資産棚卸 資産棚卸、影響波及診断、類似資産診断

交通 3,000 ACOS COBOL/S、IDLⅡ 構造変更、スリム化、
ロジック改善

資産棚卸、バッチ分析、オンライン分析、
CRUD分析、影響波及診断、
類似性診断、メトリクス診断

製造 3,000 ACOS COBOL/S、IDLⅡ 保守効率化 資産棚卸、CRUD分析、影響波及診断

製造 5,000 Windows COBOL、COBOL/S 保守効率化 資産棚卸、影響波及診断

6.3.4 導入事例( for Java (モダナイゼーション) )

様々な業種、様々な規模でご活用いただいています
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お問い合わせ先

ご購入前のお問い合わせ

SystemDirector ご相談窓口

Eメール contact@systemdirector.jp.nec.com

SystemDirector Enterprise サポート窓口では
業務システム構築基盤に関する様々なご質問やご相談に
お応えします。例えば・・・

新しい技術をどのように適用すれば良いか
業務アプリケーションの開発や保守を効率化するにはどうしたら良いか
既存資産をどう活用したら良いか

などお気軽にご相談ください
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◼ SystemDirector Enterprise, NeoFace, WebOTX は日本電気株式会社の登録商標です。

◼ Windows, Windows Server, Excel, SQL Server, Visual Studio, .NET Framework, Internet Explorer, Microsoft Edge はMicrosoft 

Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。 また、Windows の正式名称は Microsoft Windows Operating System です。

◼ Oracle, Java, JavaScript, JDK, WebLogicは、Oracle Corporationおよびその子会社、関連会社の米国およびその他の国における商標また

は登録商標です。

◼ Eclipseは Eclipse Foundation, Inc. の米国およびその他の国における登録商標です。

◼ Android は Google LLC の商標です。

◼ iPad, Mac OSは、米国および他の国々で登録されたApple Inc.の商標です。

◼ iOSは、米国Ciscoのライセンスに基づき使用されています。

◼ Tomcat は、Apache Software Foundation の登録商標または商標です。

◼ Docker は、Docker Inc. の米国およびその他の国における登録商標もしくは商標です。

◼ PostgreSQL はPostgreSQL の米国およびその他の国における商標です。

◼ Linux はLinus Torvalds 氏の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

◼ Red Hat Enterprise Linuxは、米国およびその他の国における Red Hat, Inc. の登録商標です。

◼ Amazon Web Services, “Powered by Amazon Web Services”ロゴ、その他のAWS商標はAmazon.com, Inc.の米国およびその他の国にお

ける登録商標です。

◼ その他、記載されている会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。
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